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プロダクトデザイン学科

❶エントリーシート 志望動機などを600字以内で、自由に記述してください。

❷ 実  習  体  験 教員の指導にしたがって、グループを編成して作品をつくります。実習体験後にレポートを作成します。

❸　 面 　 談 双方向の個人面談により、お互いの理解を深めると同時に、意欲や可能性を見出すことを目的とします。自分をアピールできる
効果的な自己PR資料（作品に限らず、活動報告書など、どのような形式のものでもかまいません）があれば持参してください。

上記選考項目を総合的に評価します。※実習体験で制作した作品は、評価の対象とはなりません。

上記選考項目を総合的に評価します。

選考方法

評価方法

評価方法

選考方法

❶エントリーシート 志望動機などを600字以内で、自由に記述してください。

❷ 課題（当日持参）

課
題
例

以下のようなタイプの問題が10問程度出題されます。
その中からひとつを選び、所定の用紙にまとめる課題です。A3サイズ程度の用紙1枚に手書きの文字や図
などで表現します。具体的な課題集はエントリー受付後、解答用紙とともに各人に郵送します。

● 身の回りの家庭電化製品や用具を取り上げ、観察・分析し自分の意見を述べるレポート
● ある条件の下で、近未来の生活行為を予測し、新たな道具を提案するアイデア展開
● これまでの自分の体験や経験からデザインの可能性について考えを述べる小論文
● その他

❸　 面 　 談 双方向の個人面談により、お互いの理解を深めると同時に、意欲や可能性を見出すことを目的とします。自分をアピールできる
効果的な自己PR資料（作品に限らず、活動報告書など、どのような形式のものでもかまいません）があれば持参してください。

デザイン学部
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上記選考項目を総合的に評価します。

選考方法

評価方法

❶エントリーシート 志望動機などを600字以内で、自由に記述してください。

❷   持 参 作 品
　   （当日持参）

持参作品は、試験当日に試験会場にもってくる「作品（または作品集）」です。作品は、受験生本人が制作・
作成したものであれば、平面、立体、写真などの造形作品に限らず、レポートや課外活動の成果など、形式や
形態は問いません。作品は、1人で手にもてる範囲であれば数に限りはありません。映像作品などの場合は、
再生装置（パソコンなど）も併せて持参してください（問題がある場合はご相談ください）。

❸　 面 　 談 双方向の個人面談により、お互いの理解を深めると同時に、意欲や可能性を見出すことを目的とします。
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実習体験の例

2日間の実習体験は、グループを編成して取り組みます。グループごとに、モーターなどの動力源や、プラスチック・木材・紙などの
素材、動作を制御するキットを与えます。これらを自由に用いて、動きのある造形物をデザインし、制作までを行います。制御用キット
は、コンピュータ上で積み木のように組み立てる専用ソフトを用いますので、初心者でも簡単にプログラムをつくることができます。

●参加者全員の前で発表します

●いろいろな素材を
　組み合わせて

●分担して制作に取り組み

●グループに分かれて作業します

環境・建築デザイン学科

❶エントリーシート 志望動機などを600字以内で、自由に記述してください。

❷　 面 　 談 エントリーシートの提出者に以下の日程で面談を実施します。
【  前  期  】 7月29日（水）または7月30日（木）のうち、大学が指定するいずれか１日
【後期A日程】 9月6日（日）
【後期B日程】 10月4日（日）
面談では、エントリーシートに書かれた内容に触れながら、受験生のみなさんが建築や環境デザインという分野にどんな
関心をもっているのか、本学科ではどのようなデザイン教育を行なっているのかなどについて、質疑応答を行ないます。

❸課題または持参作品
次のページに掲載された９課題から、自由に１つを選んで取り組んでもらいます。解答は指定の課題解答用紙
（A3サイズ、巻末に綴じ込み）にまとめ、面談前の指定期日までに郵送してもらいます。なお、面談日に実施する
総評ミーティングにおいて、本学科教員から出題意図の説明や興味深い解答事例の紹介を行なう予定です。

上記選考項目を総合的に評価します。

評価方法

選考方法
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課題の解答例

自分の部屋の理想のインテリアデザインを提案する課題の解
答例。小さいころに作った秘密基地にヒントを得た遊び心の感
じられる空間を、スケッチと文章とでわかりやすく表現してい
ます。柱や家具などをうまく組み合わせて設置することにより、
室内にもう一段階囲まれた自分だけの空間を提案しています。

本学科の教育内容にかかわりの深い、住居・インテリア、建築、
都市・ランドスケープの領域から９題が出題され、その内容は、
❶実際の建築や町を見学し、見学レポートをまとめる課題
　（レポート系課題）

❷空間・風景・場面を、図や文章を用いて提案する課題
　（提案系課題）

の２種に大別されます。これらのなかで、最も興味を持った
課題に取り組んでください。

● 対象とした空間・建築・街などについて、その概要をきちんと調べられているか。［❶］
● 対象のデザインや空間の質などを、的確に観察することができているか。［❶］
● ユニークで創造性豊かな提案がなされているか。［❷］
● 対象について自分なりの意見をもち、評価することができているか。［❶❷共通］
● 上記の内容を上手に伝えるプレゼンテーションができているか。［❶❷共通］

評価のポイント ❶はレポート系課題、　❷は提案系課題に対応

【前期・後期A日程共通】

【後期B日程】

課

題

受験生本人が制作した作品を、試験当日に持参してもらいます。作品の形式は問いません。絵画、平面構
成、立体構成、デッサン、図面、模型、写真など、自由です。受験生のみなさんの、建築や環境デザインに対
する興味や適性を判断する材料とします。面談時に、制作過程や意図などについて質問します。完成度だ
けでなく、制作にかけた熱意や工夫なども重要な評価のポイントです。映像作品などの場合は、再生装置
（パソコンなど）も併せて持参してください（問題がある場合はご相談ください）。

持
参
作
品

建築の歴史上で有名な住宅をレポートする課題
の解答例。フランク・ロイド・ライトの落水荘の魅力
について、建築家自身の言葉なども引用しながら図
と文章を組み合わせてレポートしています。印象的
なディテールや立面、パースなども手描きで丁寧に
表現しており、バランス良くレイアウトしています。

［レポート系課題作品例］

［提案系課題作品例］


